
２０２５年度 第３回企画環境委員会 議事録 

 

日時 令和８年１月１６日(金)１５時００分～１７時００分 

 

場所 よつば総合法律事務所 

 

出席者 

    東條 史（京葉支部）・相川 幸雄（木更津支部）・溝口 次郎（茂原支部） 

    飯田 利治（東葛支部）・秋山 隆（北総支部）・五木田 厚（千葉支部） 

辰野 方哉（安房支部）・石原 丈寛（銚子支部）・齋藤 直文（市原支部） 

 

 

 

東会長より挨拶 

東日本震災から１５年になります。皆さんの BCP が有事の時に有効となります。 

BCP を作ることがゴールにならないようお願い致します。 

・２，０２６年度は役員の改選等もありますのでお願い致します。 

・サイバーセキュリティセミナーが３月１３日に千葉商工会議所で行われます。 

是非とも出席をお願い致します。 

・活力研が次回３月に行われます。声を届ける為に各支部の理事宛に皆さんの 

意見を出して頂きたい。 

・千葉代協で２２日の理事会の際に推薦議員がいれば推薦して頂きたい。 

・２月１３日に千葉代協７０周年記念式典が行われますので参加をお願い致します。 

 

 

１．２０２５年度第３回日本代協企画環境委員会報告 

松本委員長挨拶より 

ジギョケイ推進について 

反応が薄い地域もあるようだが意識が高い人にとってはチャンスではないか。 

皆さん自身は必要性を強く認識されているので、その想いをもってお客様に 

情報提供して頂きたい。 

高市首相の所信表明でも国家強靱化基本法について触れられており、国策 

として皆さんはなお、ジギョケイを切り出しやすくなったのではないだろうか。 

保険代理店は情報提供産業なので、お客様にリスクに関する情報を提供する責任 

があり、そこにお客様のニーズがあれば支援していく必要があると考えている。 



ジギョケイについては、国が様々なパンフレットやチラシを作成しているので 

それらを活用することによって効果的な情報提供ができるものと思われる。 

例えば最近発生したサイバー攻撃などのリスクもジギョケイのチラシに掲載されて 

いるので有効に活用する事が重要である。 

 

阿部副委員長より 

社労士診断認証制度の推進について 

社労士診断認証制度は代理店価値向上策の一環であり、労務コンプラ、経営品質向上 

社会的信頼の確立を目的とする仕組みと言われている。しかしジギョケイと違い成果 

が１件しか挙がってきていない。それは会員ごとの温度差があるからだと思っている。 

認証をとったからどうだということはないが、やはり社会的信用を得られることが 

価値向上策の一つなので、皆さんが率先して推進していただければと思っている。 

 

村松副委員長より 

点検シートについて 

自己点検チェックシートの取組みは２０２６年からが本格始動ではあるが、いきなり 

始まるとバタバタになってしまうと思われるので、できれば２０２５年度中に定義付

けのようなものを日本代協で出来たらいいのではないか、と松本委員長と打ち合せを 

させて頂いた。当然ひな形は作らないが、具体的なやり方を作成し、 

日本代協アカデミーで公開すれば、必然的にアカデミーの登録者も増えていくと思う。 

 

中島副会長より 

自己点検チェックシートについては、規模の大きい代理店は独自に対応していけると 

思うが、日本代協の会員が皆で助け合えるように企画環境委員会から始まったアンケ

ートを活かして、来期に向けて活用出来ればと思う。今後もっともっと良くするために 

皆さんと共に情報を集約していきましょう。 

 

  日本代協報告について 

  大森委員長より 

  今、ジギョケイのパンフレットにも確認したところサイバー攻撃についての文言が掲

載されている。皆さんも確認して頂きたい。 

  また報告でもあった通り企画環境委員会でも自己点検チェックシートへの対応をすす

めている。皆さんはどのような対策を進めているかお聞きしたい。 

   

  

 



  溝口委員 

  当代理店は社会保険事務所も兼業しているので比較的、体制整備については 

  対応が出来ていると考えている。 

  東條委員 

  代理店のランク維持の為、マニュアルを全部作成した。 

情報を共有して生き残って行かなければならない。 

各社の手数料ポイントの差がありすぎる。手数料ポイントについても活力研で 

議論して頂きたい。 

  大森委員長 

  これからは代理店システム以外のコンテンツに頼らないと難しいかもしれない。 

  東会長 

  VOS を入れているので１カ所だけで管理が出来る。 

  齋藤委員 

  自己点検は時間がかかった。今後、教育、管理、指導を徹底して行動記録も含めて 

  徹底していかなければならない。 

  相川委員 

  記録をデジタルで残していたが今回の自己点検は大変だと思っている。 

 

２．支部活動報告 

大森委員長 

各支部の前回、当委員会開催後の価値向上策についての活動状況を報告頂きたい。 

・全てジギョケイの報告となった。 

辰野委員（安房） 

１２月に開催 次回５月に開催出来たら良いと考えている。 

飯田委員（東葛）未実施 ・ 五木田専務理事（千葉）未実施で５月頃開催予定。 

石原支部長（銚子）１０月開催 次回は未定です。 

相川委員（木更津）未実施 ・ 齋藤委員（市原）１月開催予定。  

東條委員（京葉）未定 ・ 秋山委員（北総）未実施で５月頃開催予定。 

溝口委員（茂原）１１月に東金開催 １月いすみ開催予定。 

 

３．ジギョケイワークショップについて 

大森委員長 

あいおいニッセイさん（以下 AD 社と記載）とのジギョケイワークショップについて 

連携がうまくいっていないようだ。市原支部について報告頂きたい。 

 

 



齋藤委員 

案内が来たのが１ヶ月前で既にワークショップ参加者を AD 社が募っていた。 

当初の予定通りになっていない。チラシに代協の名前も入っていなかった。 

１ヶ月しか期間がないのでこれからお客様に周知するのは不可と判断し、 

支部長と私で見学をする事とした。 

次回も開催予定とのことだったので次回、協力する事としたが市原支部として 

協力出来なかったのが残念だった。 

大森委員長 

AD 社の中でうまく連携がとれていないようだ。代協の名前も記載がないのは 

単純に入れ忘れたとのこと。しっかり AD 社の中で連携をとり、当初決めた 

余裕をもったスケジュールで代協に対応するようお願いしたので引き続き 

皆さんには AD 社との対応をお願いしたい。その他意見があればお願いしたい。 

東條委員 

AD 社から１０月末に連絡があってその後連絡が来ない。 

相川委員 

支部内で話しはしているが難しい。 

飯田委員 

日本代協と MSA の立て付けが理解出来ない。１保険株式会社がなぜやるのか。 

東会長 

理由は MSA 生命から日本代協へ打診があった。他社に比べ MSA は積極的だった。 

 

４．好取組フォームについて 

大森委員長 

ジギョケイのワークショップ開催後のプロセスをジギョケイに限らず好取組フォーム 

に記載の上、私までご報告を頂きたい。この件数を集めたいので是非、皆さんにはワー

クショップに来て頂いた方の案件を追いかけてご報告頂きたい。 

東会長 

皆さんにフォーマットを mail でお送りした方が良いのではないか。 

 

５．不公正募集について 

不動産会社において家財保険の不公正募集が１件あった。圧力募集であった為、 

委員長がまず、東関東ブロック長に報告する事とした。 

 

 

 

 



６．その他 

次回開催日時  

場所 よつば総合法律事務所 

  日時 令和８年３月９日１５時００分～１７時００分 

   

                                      以上 

 

 

                              議事作成人 大森 滋 


